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衆
議
院
議
員
首
藤
信
彦
君
提
出
イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特

別
措
置
法
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

前
回
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
六
年
十
一
月
十
六
日
内
閣
衆
質
一
六
一
第
三
五
号
）
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述

べ
た
自
衛
隊
の
部
隊
の
安
全
確
保
の
た
め
の
措
置
は
、
自
衛
隊
の
部
隊
が
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
、
現
地
の

治
安
情
勢
に
応
じ
、
継
続
的
に
講
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
ん

本
年
十
月
、
ロ
ケ
ッ
ト
弾
が
宿
営
地
内
で
発
見
さ
れ
た
事
案
及
び
砲
弾
の
貫
通
痕
と
思
わ
れ
る
も
の
が
宿
営
地
内
で
発
見

さ
れ
た
事
案
の
際
に
も
、
自
衛
隊
員
の
生
命
及
び
身
体
に
危
険
が
生
じ
る
よ
う
な
状
況
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
右
で
述
べ
た

措
置
は
十
分
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

本
年
十
月
に
ロ
ケ
ッ
ト
弾
が
宿
営
地
内
で
発
見
さ
れ
た
事
案
及
び
砲
弾
の
貫
通
痕
と
思
わ
れ
る
も
の
が
宿
営
地
内
で
発
見

さ
れ
た
事
案
が
い
か
な
る
勢
力
に
よ
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
地
治
安
機
関
等
と
密
接
に
連
携
を
と
り
、
鋭
意
情
報
を
収

集
し
、
分
析
し
て
い
る
が
、
確
た
る
こ
と
を
申
し
上
げ
ら
れ
る
段
階
に
は
な
い
。

一



三
に
つ
い
て

サ
マ
ー
ワ
を
含
め
、
自
衛
隊
が
対
応
措
置
（
イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
応
措

置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
実
施
す
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
当
該
対
応
措
置
の
具
体
的
内
容
を
踏
ま
え
て
、
我
が
国
が
独

自
に
収
集
し
た
情
報
、
諸
外
国
等
か
ら
得
た
情
報
等
を
総
合
的
に
分
析
し
、
御
指
摘
の
活
動
期
間
中
の
状
況
変
化
の
可
能
性

等
も
含
め
、
合
理
的
に
判
断
し
、
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
「
そ
こ
で
実
施
さ
れ
る
活
動
の
期
間
を
通
じ
て
戦
闘
行
為

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
」
と
の
要
件
を
満
た
す
と
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

イ
ラ
ク
に
派
遣
し
て
い
る
自
衛
隊
員
の
安
全
確
保
は
、
法
第
九
条
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
政
府
の
責
任
と
し
て

真
に
重
大
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
地
の
治
安
情
勢
に
応
じ
、
様
々
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と

も
、
同
様
の
措
置
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
部
隊
の
安
全
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
自
衛
隊
員
に
被

害
が
生
じ
た
場
合
の
責
任
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
、
具
体
的
な
状
況
に
即
し
て
判
断
す
る
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。

二


